
 

令和６年度 第３回 下野市地域自立支援協議会 

下野市障がい児者相談支援センター 活動報告 
 
 

１．相談支援事業者連絡会 

【日時等】 
令和６年９月２５日（水）１５：００〜１６：３０／市庁舎２０１会議室／１０名参加 

【内容】 
◆【GH】ルアナハウス鹿沼、（株）ギャラリーハウスの PR 
◆近隣の新規福祉サービス事業所、下野市児発・放デイリーフレット等、情報共有 
◆業務の効率化についての意見交換 
◆近隣市町の支給決定について情報交換   等 

  
 

２．障害者虐待防止法・障害者差別解消法 普及啓発 

【日時等】 
令和６年１０月５日（土）９：００〜１５：００／ゆうゆう館（しもつけふくしフェスタ） 

【内容】 
◆チラシとウェットティッシュの配布 
◆封入作業は市内施設連絡会を通じて、地活ゆうがおに依頼（400 個） 

 
 

資料５ 



３．受理ケース・地域課題検討会議で確認された地域課題（R６年４月〜９月）

カテゴリー No. 地域課題 課題の背景 対応状況 対応時期等
相談支援部会主催で、市内事業所の管理
者・従事者向けに研修を実施。

R6年7月：管理者向け
R6年9月：従事者向け
さらに年度内に各1回ずつ実施予定

児者センターで年2回程度、事業所を巡
回。

R6年4月：就労系事業所＋地活を巡回。
R6年10月：グループホームを含めて巡回
予定。必要に応じて、社会福祉課保健師、児者

センターがケース会議に参加。
随時

相談支援事業者連絡会を定期開催。 年6回実施。

2 ソーシャルワーカーがいない精神科クリ
ニックに通院している場合、制度の案内
が不十分だったり、クリニック側との連
携が取りづらい場合がある。

◆ケース支援から。 近隣のクリニックに児者センターのPR
をする。

（未実施）

3 状態が悪化し措置入院に至る前に、病院
と地域が連携し、サポートできるとよ
い。

◆ケース支援から。措置入院
は本人の心理的負担が大き
く、医療不信につながる可能
性もある。

「移行のてびき」の周知・活用。 市ホームページに掲載済み。

障がい児者相談支援センター・地域包括
支援センター連絡会にて共有。

年4回実施。

必要に応じて社会福祉課、児者センター
がケース介入。

随時

連携
（学校）

5 中学や高校卒業後に支援が途絶えると、
その後問題が大きくなってから表出する
場合がある。

◆ケース支援から。 ケースを通して学悠館高校とつながり、
R5年に研修を実施。R6年には学悠館高
校主催で研修（事例発表等）を実施。

連携
（精神）

資質向上 1 職員の支援技術や体制、設備面が十分で
ないと感じられる事業所がある。

◆R6年4月に児者センターが
市内の就労系事業所と地活を
訪問。
◆指定特定の相談支援専門員
が本人に適切な支援をせず、
児者センターがフォローにま
わるケースが複数あった。

連携
（高齢）

4 介護保険への移行や、障がいサービスと
の併用がスムーズにいかない場合があ
る。

◆支援関係者の認識不足。



カテゴリー No. 地域課題 課題の背景 対応状況 対応時期等
就労 6 就業先で差別を受けても、不利益を被る

ことを恐れてSOSを出せない可能性があ
る。

◆めーぷるの活用を勧めても
消極的な反応。

7 持ち家で独居、親族とも疎遠の障がい者
の死後、ライフラインや家の始末をする
人がいない。

◆ケース支援から。

8 短期入所の支給決定を受けていても、実
際に利用していないケースがある。

◆将来的に入所を考えている
のであれば、早い段階から慣
れておく必要がある。

9 支援者が健在のうちから、障がい者本人
の最後の迎え方や財産処分について、学
習できる機会があるとよい。

◆本人も保護者も高齢化が進
んでいる。

障がい者週間中に、司法書士による講演
会を企画。

R6年12月5日を予定。

10 中途視覚障がい者が白杖を購入した際
に、使い方の講習案内を病院や業者から
する。

◆白杖の使い方を理解してい
なかった。

11 事業所に所属していなくても、障がい者
が作成した作品の展示や販売の機会があ
る。

◆手芸が得意だが、障がい特
性により外出や人と関わるこ
とが苦手。

地活ゆうがおの体験利用者として、作成
した手芸作品を試験的に販売していただ
く予定。

R6年10月5日：ふくしフェスタ
R6年11月2日：カルフルとちぎ 等

12 家庭内のことだから、と家族が相談をた
めらう傾向があるため、気軽に話ができ
る場所やレスパイト先があるとよい。

◆家庭内に複数の障がい者が
おり、キーパーソンが疲弊。

コロナ 13 新型コロナの影響で、強迫症状がひどく
なったと思われるケースがある。

◆ケース支援から。

孤独死
予防
・

親なき後

あったら
いいな



４．新規事業所

種別 添付 名称 所在地 開所 備考

グループ
ホーム

○ ダリアホーム上三川
上三川町
しらさぎ

R6年11月
日中サービス支援型。
「あやめハウス」から（株）デジタルヘルスに事業譲渡。

グループ
ホーム

ユースタイルホーム日光
日光市
土沢

R6年8月(男性）
R6年10月（女性）

日中サービス支援型。旧「めぐホーム」。
ユースタイルラボラトリー（株）へ事業譲渡。

就労A
就労B

第2いちごの里
めぶきファーム

小山市
大川島

R6年10月（B型） B型を新規開所。定員10名。

就労A ○ スイッチ真岡
真岡市
田町

不明
よもぎうどんの製麺、きのこ栽培、
パソコン作業等

就労B ○ ウーリー自治医大
下野市
祇園

R6年12月
チラシ封入、雑貨類等自社製品の製作。
関東を中心に60事業所あり。

その他
カスミおもちゃのまち店
移動スーパー

壬生町
おもちゃのまち

R6年10月 下野市内を巡回。








